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特集

■生活習慣病教室（無料）
開催日 平成27年5月9日（土）
時　間 午前10時00分～午前11時30分
場　所 3階セミナー室
定　員 30名
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６１４６
 （予防医学センター）

■看護の日イベント（無料）
開催日 平成27年5月12日（火）
時　間 午前9時30分～午後4時00分
場　所 1階正面玄関ホール
内　容 師長・専門・認定看護師による
 各種相談受付、
 アロママッサージ、看護グッズ配布

■リビングウィルセミナー（有料）
開催日 平成27年5月30日（土）
時　間 午前10時00分～午前12時00分
場　所 北里研究所病院４階ＡＢ会議室
受講料 2,000円（税抜）
定　員 20名
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６３４５
 （予約センター）

■ロコモ教室（有料）
開催日 平成27年6月8日（月）
時　間 午後2時00分～午後3時30分
場　所 4階AB会議室
受講料 1,000円（税抜）
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６３４５
 （予約センター）

■眼瞼下垂セミナー（無料）
開催日 平成27年6月26日（金）
時　間 午後1時30分～午後3時00分
場　所 3階セミナー室
定　員 30名
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６１４８
 （美容医学センター）

　新年度を迎え、もう、１ヶ月が経ちます。そんな中、病院の
広報誌としていろいろな情報を発信している『つくしんぼ』も
このたびリューニアルしました。
　表紙としてのアピール度を上げる工夫や新しい連載ものを
始めるなど、お読みいただく皆さまに新鮮な感覚が芽生える
様、リューニアルをしましたので、是非お読みください。
　また、リューニアルしての第1号ですので、広報誌「つくしんぼ」
の由来もお伝えしたいと思います。当院の歴史は古く、122年
前のこの土地（地域）に「土筆」が多く生えおり「土筆ヶ丘」と呼

ばれているところから、その「土筆」を取って、土筆ヶ丘養生園
（当院の前身）が北里柴三郎先生によって開設されました。
同じ様に『つくしんぼ』という名前も「土筆」から名前をとり
広報誌名としたそうです。
　これからも、編集員一同、新しい情報や少しでもお役に立て
る情報を発信できるよう頑張っていきます。　（片倉）

　ご好評につき、今年も整形外科公開市民講座を開催しました。
　今回は、平成27年3月21日（土）に港区医師会整形外科医会と港
区の共催で、「健康寿命を延ばすために」をテーマに専門家らによる
熱い講演が行われました。
　全ての人に平等にやってくる高齢化時代。その高齢化と共に高ま
る骨折などのリスク。これらを上手く回避して、日常生活に支障をき
たさないためにはどうしたらいいのか？もし、骨折してしまったら？そ
の秘訣と、予防法などについて、とてもわかりやすい内容で紹介され

ました。昨年を大きく超える
方々にお越しいただき、今回も
大盛況でした。来年以降も開
催する予定ですので、皆さまの
ご参加をお待ちしております。

イベントスケジュール整形外科公開市民講座レポート

【2月28日付】
川崎　洋 （皮膚科）

【3月31日付】
坂間　玲子  （総合内科） 長野　雅史  （総合内科）
清水　清香  （消化器内科） 小杉　理恵  （循環器内科）
竹下　　啓  （呼吸器内科） 岡　　英俊  （外科）
柳澤　貴子  （外科） 千葉　一裕  （整形外科）
畑　　亮輔  （整形外科） 木村　佳史  （皮膚科）
小野　准平  （形成・美容外科） 中山　　愛  （精神科）
西脇千恵美  （麻酔科） 佐々木賢一  （前期研修医）
濱田　章裕  （前期研修医） 古山　恵理  （前期研修医）

退 職 医 師 紹 介

編 集 後 記

つくしんぼ vol.172平成27年 春号

講演会の様子

ロコモ体操の様子
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高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
の
ば
す

 

〜
人
工
関
節
〜

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、変
形
性
膝
関
節
症
、変
形
性
股
関
節

症
な
ど
の
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、人
工
関
節
置
換
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。人
工
関
節
の
耐
用
年
数
が
20
〜
30
年
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、基
本
的
に
60
歳
以
上
の
患
者
さ
ま
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。現
在
は
、技
術
も
向
上
し
、術
後

15
年
間
で
93
〜
94
％
の
耐
用
性
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

変
形
性
関
節
症
は
、肩
・
肘
・
指
な
ど
、ど
こ
の
関
節
で

も
起
こ
り
ま
す
が
、一
番
多
い
の
は
膝
と
股
関
節
。こ
の

変
形
と
い
う
の
は
、シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
し
て
、摩
擦
を
な

く
す
役
目
の
軟
骨
が
す
り
減
っ
て
、衝
撃
を
吸
収
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
、関
節
を
動
か
す
と
痛
み
や
炎
症
が
起
こ

る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、変
形
性
膝
関
節
症
は
、立
ち
上
が
り
や
歩
き

出
し
の
痛
み
、階
段
の
昇
降
、正
座
や
し
ゃ
が
み
こ
み
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。そ
う
す
る
と
遠
く
に

外
出
で
き
ず
、寝
た
き
り
と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
、自
分

の
し
た
い
こ
と
が
で
き
ず
に
人
の
助
け
を
借
り
て
生
き
て

い
る
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
ん
な
患
者
さ
ま
が
、

人
工
関
節
置
換
術
を
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、

健
康
寿
命
※
を
の
ば
す
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
治
療
が
難
し
か
っ
た

若
い
世
代
に
朗
報 

〜
軟
骨
培
養
移
植
〜

　

関
節
を
専
門
に
し
て
い
る
医
師
の
一
番
の
課
題
は
、

「
軟
骨
を
ど
う
や
っ
て
治
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？
」と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
。

　

30
〜
40
代
で
軟
骨
が
傷
ん
で
い
る
患
者
さ
ま
に
対
し

2
0
1
5
年
１
月
、

人
工
関
節
・
軟
骨
移
植
セ
ン
タ
ー
開
設

て
、人
工
関
節
の
入
れ
替
え
や
運
動
の
こ
と
を
考
え
る
と

す
ぐ
に
人
工
関
節
の
手
術
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
ん
な
患
者

さ
ま
に
対
し
て
、今
ま
で
は
関
節
の
軟
骨
よ
り
も
硬
い
繊

維
軟
骨
の
再
生
を
目
標
と
し
た
ド
リ
リ
ン
グ
や
シ
ェ
ー

ビ
ン
グ
な
ど
の
治
療
や
、自
分
の
軟
骨
を
他
の
部
分
か
ら

取
っ
て
き
て
並
べ
て
埋
め
る
モ
ザ
イ
ク
プ
ラ
ス
テ
ィ
な
ど

の
治
療
を
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、痛
み
が
完
全
に
と
れ

な
か
っ
た
り
、も
と
も
と
の
軟
骨
よ
り
も
硬
く
な
っ
た
り

し
て
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、自
分
の
軟
骨
を
培
養
し

て
、足
ら
な
い
部
分
に
移
植
す
る
方
法
。こ
れ
を
実
現
し

た
の
が
、広
島
大
学
の
越
智
教
授
で
、そ
の
後
実
用
に
向

け
て
研
究
を
重
ね
、や
っ
と
手
術
を
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。今
ま
で
人
工
関
節
の
手
術
が
で
き
な
か
っ
た
若

い
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、人
工
関
節
の
前
に
軟
骨
を
戻
す

治
療
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

　

こ
の
手
術
に
よ
っ
て
軟
骨
の
状
態
が
良
く
な
っ
て
も
、

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
す
り
減
っ
た
り
、ま
た
ケ
ガ
を
す

る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
…
。そ
れ
は
ま
だ
新
し

い
治
療
法
な
の
で
、経
過
を
見
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。し
か
し
、も
し
か
し
た
ら
30
年
使
用
で
き
、将
来
人
工

関
節
を
回
避
で
き
れ
ば
、と
て
も
い
い
な
と
期
待
し
て
い

ま
す
。何
よ
り
、今
、関
節
が
痛
く
て
活
動
が
で
き
な
い
人

が
、仕
事
に
復
帰
し
、ま
た
運
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、そ
の
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
人
生
が
も
っ
と
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
患
者
さ
ま
に
合
っ
た

治
療
が
可
能
に

　

セ
ン
タ
ー
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、集
学
的
に
治
療
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。つ
ま
り
、医
師
、外
来
、病
棟
、オ

ペ
室
の
看
護
師
、麻
酔
科
医
、理
学
療
法
士
、患
者
さ
ま

に
合
併
症
が
あ
れ
ば
内
科
の
医
師
な
ど
、人
工
関
節
や

軟
骨
移
植
の
知
識
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て

患
者
さ
ま
の
治
療
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。診
療
科

ご
と
の
横
割
り
で
は
な
く
、診
療
科
の
垣
根
な
く
縦
割

り
で
人
工
関
節
の
プ
ロ
セ
ス
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

患
者
さ
ま
に
お
い
て
も
、人
工
関
節
に
向
く
患
者

さ
ま
と
、軟
骨
移
植
に
向
く
患
者
さ
ま
が
い
ま
す
。40
〜

50
代
の
患
者
さ
ま
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
、そ
こ
が
大
き
な
境

界
線
で
難
し
い
部
分
で
す
が
、こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
ん

な
年
齢
の
人
で
も
関
節
、軟
骨
系
の
治
療
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
ん
な
患
者

さ
ま
で
も
、何
か
し
ら
の
対
応
が
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

な
場
所
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
患
者
さ
ま
を
含
め

て
軟
骨
培
養
移
植
に
お
い
て
、人
工
関
節
の
よ
う
に
治
療

の
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。今
、軟
骨
培
養
移
植
は
若
い
患
者
さ
ま
が
多
い
け
れ

ど
、そ
れ
が
50
〜
60
代
の
患
者
さ
ま
に
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
け
る
か
ど
う
か
を
、臨
床
的
、基
礎
的
両
方
の
側
面
で
研

究
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。高
齢
化
社
会
に
突

入
し
て
い
く
こ
れ
か
ら
、み
ん
な
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
活

で
き
る
一
助
を
担
い
た
い
で
す
ね
。

※
健
康
寿
命
：
健
康
上
の
問
題
が
な
く
元
気
に
日
常
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

若
年
層
か
ら
高
齢
層
ま
で
す
べ
て
の
世
代
の
関
節
・
軟
骨
系
疾
患
を
治
療
し
て
い
ま
す

人
工
関
節
・
軟
骨
移
植
セ
ン
タ
ー
長  

月
村 

泰
規

　

人
工
関
節
置
換
手
術
な
ど
の
治
療
を
行
っ
て
い
る「
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
」が
、2
0
1
5
年
1
月
よ
り

名
称
を「
人
工
関
節
・
軟
骨
移
植
セ
ン
タ
ー
」に
変
更
、新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、自
家
軟
骨

培
養
移
植
術
を
施
行
す
る
認
可
が
お
り
、当
院
で
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
、軟
骨
損
傷
に

対
す
る
治
療
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

◎表紙写真（左から）整形外科：斉藤医師、整形外科：月村医師、オペ室：深山看護師、整形外科：金子医師
3

月村 泰規 （つきむら やすのり）
人工関節・軟骨移植センター長
（ 病院長補佐／整形外科部長／スポーツ
 整形外科部長／リハビリテーション科部長）

Profile

1988年 日本医科大学医学部を卒業、慶
應義塾大学病院で研修。
専門は、整形外科一般、膝・足関節などの
関節外科、脊椎外科、スポーツ医学。
日本整形外科学会（専門医、認定スポー
ツ医、認定脊椎脊髄病医、認定リウマチ
医、認定運動器リハビリテーション医）、日
本体育協会（認定スポーツ医）、日本アメリ
カンフットボール協会（安全対策委員）

●●●北里研究所病院だより

培養軟骨を移植し、脛骨
から採取した骨膜で蓋を
する

アテロコラーゲン
ゲル包埋培養（約4週間）

軟骨組織

●自家培養軟骨移植の流れ（ひざ関節）

軟骨の一部を採取

骨膜の採取軟骨欠損部 培養軟骨

©J-TEC
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レシピ
つくしんぼ
管理栄養士が教える！

■ご要望・ご質問
　会計の機械（自動精算機）が設置され便利に
なりましたが、より多くの方が利用できるように
機械の増設と説明する職員を配置してもらえる
と良いと思います。（その他、17時以降の利用
時間延長、混雑時の自動精算機への誘導等）
　　　
■病院からの回答
　自動精算機のご利用時間の延長と増設につ
いては、これまでも多くのご意見をいただいてお
り、平成27年3月より17時以降もご利用いただ
けるように変更し、4月以降には増設も予定し
ています。また、混雑時には、会計窓口で、自動
精算機をご案内していますが、「案内の声がう
るさい」「会計窓口が良い」というご意見もあり、
節度を持って案内しています。操作説明の職員
配置については、導入初期は常時配置しており
ましたが、ご利用される患者さまへの周知も一
通り済んだことから、現在、常時配置は控えて
いますが、今後、混雑時など、状況に応じて配置
することも検討いたします。

（回答者 医事課長）

　栄養科では健康と心の充実を維持する上で
食事と栄養は重要と考えており、患者さまにお
いしく召し上がっていただけるようにと日々献
立と調理を工夫しています。そのような取り組
みのこだわりの一例ですが、お米は国産のブラ
ンド米で提供しています。朝・昼食は選択食を
導入しております。また行事食を含む特別献立
を年間で24回提供しております。その都度実
施しているアンケートでも大変好評です。
　このたびのレシピは３月に提供しましたひな
祭りの行事食をご紹介します。献立は桜エビ
のピラフ・鮭のキッシュのグリーンソース・グリーンアスパラとオリーブのマリネサラダ・甘
酒のゼリー・コンソメスープ。患者さまからは「春らしい彩りと組みあわせに季節を感じま
した」「甘酒ゼリー食べやすくて美味しかったです」などのご意見をいただき好評でした。
これを励みによりよい献立作りを目指していきたいです。この行事食の中から桜エビのピ
ラフをご紹介します。ご家庭でも簡単に再現できますのでぜひお試しください。

　春から医局長になりました麻酔科の柏木です。つくしんぼリニューアルに
伴い、「医局長として定期的にコラムを掲載してほしい」と担当者より依頼を
いただきました。医局長として、また、麻酔科医として、どのような仕事をしたり、
どのような環境で働いているかなど、少しでも身近に感じていただけるような
コラムにしたいと考えています。
　さて、私の仕事場は手術室です。耳を澄ますと、患者の皆さまにリラックス
していただくためのBGMが流れてきますが、今回は、このBGMと新人医師に
ついて筆をとってみたいと思います。
　何年も前のことです、新人の医師に注意・指導する機会がありました。私は熱
血指導をするつもりで新人医師に向き合いましたが、ちょうど、その時手術室に
流れ始めたＢＧＭによって、調子を狂わされてしまいました。その時に流れてい
た曲が、映画「エデンの東」のテーマ曲でした。この映画の主人公の若者は頑
張っても受け入れてもらえず葛藤するという内容ですが、新人医師も同様の状
況だったのかもしれません。結果として、その時は、熱血指導はではなく穏やか
に教え諭すこととなり、その後も同様のスタイルが私の指導方針となりました。
　これからも毎年新人の医師が赴任してきますが、未来の名医も初めは未熟。
暖かい目で応援いただけましたら幸いです。

医 局 長 コラム Column

春の行事食より

桜エビの
ピラフ

●●●北里研究所病院だより

麻酔科部長 柏木 政憲

ご意見箱

このたび、リニューアルにより当院の
医局長のコラムを定期掲載します。

材料 （２合分） 〈作り方〉
精白米 …………………………… 2 合
桜エビ ( 干 ) ……………… 10 g
玉葱 …………………………… 1/2 個
バター ………………………………… 5 g
コンソメ （顆粒） ………… 3 g
食塩小匙 ……………………… 1 g 

1. お米は洗米し、 分量の水に浸水しておく

2. 玉葱はみじん切りにし、 桜えび以外の材料を
1 に加えサッと混ぜ炊飯する

3. 炊きあがったら桜えびを加え混ぜる。 （味を見
て薄いようであれば塩を適宜加え調味する。）
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皮膚科 医員

本田  皓
（ほんだ あき）

患者さま個々にあわせた
診療を心がけています。

3月1日付

4月1日付

呼吸器内科 部長

鈴木  雄介
（すずき ゆうすけ）

伝統ある病院に上手く
新しさを融合できたらと
思います。

皮膚科 部長

佐藤  友隆
（さとう ともたか）

一人ひとりの患者さまが
少しでもよくなるように
努力します。

精神科 部長

髙橋  恵
（たかはし めぐみ）

患者さまと家族の
笑顔が多くなるよう
お手伝いします。

消化器内科 医員

齋藤  詠子
（さいとう えいこ）

炎症性腸疾患を女性なら
ではの視点で取り組んで
いきたいと思いますので、
よろしくお願いします。

消化器内科 医員

豊永  貴彦
（とよなが たかひこ）

東京は初めてで
緊張しています。

呼吸器内科 医員

中山  莊平
（なかやま そうへい）

チーム医療を通じて
患者さまに最良の医療を
提供していきたいと思います。

整形外科 医員

大矢  昭仁
（おおや あきひと）

専門は股関節ですが、
上肢外傷や小児整形なども
若干の経験があります。

総合内科 後期研修医

平本  尚子
（ひらもと ひさこ）

精一杯頑張りますので、
よろしくお願いいたします。

循環器内科 後期研修医

吉澤  智治
（よしざわ ともはる）

大学院を卒業し、久しぶりの
臨床の現場となります。
よろしくお願いいたします。

外科 後期研修医

蛭川  和也
（ひるかわ かずや）

肝胆膵、移植チームと
再生医療の研究を志し、
修練中です。

整形外科 後期研修医

小野  敦子
（おの あつこ）

精一杯がんばります！

前期研修医

水谷  洋祐
（みずたに ようすけ）

患者さま中心の医療の
実践に努めて参りたいと思います。

前期研修医

岡田  真彦
（おかだ まさひこ）

日々すべてを吸収できるよう、
励んでいきます！

前期研修医

前  ゆうき
（まえ ゆうき）

努力を惜しまず、
日々精進していきたいです。

前期研修医

小林  桃子
（こばやし ももこ）

学んだことを活かせる
医療人になれるよう頑張ります。

新任医師紹介
平成27年3月1日～4月1日に
赴任しました
常勤医師をご紹介いたします。
これからもどうぞ
よろしくお願いいたします。
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特集

■生活習慣病教室（無料）
開催日 平成27年5月9日（土）
時　間 午前10時00分～午前11時30分
場　所 3階セミナー室
定　員 30名
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６１４６
 （予防医学センター）

■看護の日イベント（無料）
開催日 平成27年5月12日（火）
時　間 午前9時30分～午後4時00分
場　所 1階正面玄関ホール
内　容 師長・専門・認定看護師による
 各種相談受付、
 アロママッサージ、看護グッズ配布

■リビングウィルセミナー（有料）
開催日 平成27年5月30日（土）
時　間 午前10時00分～午前12時00分
場　所 北里研究所病院４階ＡＢ会議室
受講料 2,000円（税抜）
定　員 20名
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６３４５
 （予約センター）

■ロコモ教室（有料）
開催日 平成27年6月8日（月）
時　間 午後2時00分～午後3時30分
場　所 4階AB会議室
受講料 1,000円（税抜）
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６３４５
 （予約センター）

■眼瞼下垂セミナー（無料）
開催日 平成27年6月26日（金）
時　間 午後1時30分～午後3時00分
場　所 3階セミナー室
定　員 30名
申込方法 ＴＥＬ：０３-５７９１-６１４８
 （美容医学センター）

　新年度を迎え、もう、１ヶ月が経ちます。そんな中、病院の
広報誌としていろいろな情報を発信している『つくしんぼ』も
このたびリューニアルしました。
　表紙としてのアピール度を上げる工夫や新しい連載ものを
始めるなど、お読みいただく皆さまに新鮮な感覚が芽生える
様、リューニアルをしましたので、是非お読みください。
　また、リューニアルしての第1号ですので、広報誌「つくしんぼ」
の由来もお伝えしたいと思います。当院の歴史は古く、122年
前のこの土地（地域）に「土筆」が多く生えおり「土筆ヶ丘」と呼

ばれているところから、その「土筆」を取って、土筆ヶ丘養生園
（当院の前身）が北里柴三郎先生によって開設されました。
同じ様に『つくしんぼ』という名前も「土筆」から名前をとり
広報誌名としたそうです。
　これからも、編集員一同、新しい情報や少しでもお役に立て
る情報を発信できるよう頑張っていきます。　（片倉）

　ご好評につき、今年も整形外科公開市民講座を開催しました。
　今回は、平成27年3月21日（土）に港区医師会整形外科医会と港
区の共催で、「健康寿命を延ばすために」をテーマに専門家らによる
熱い講演が行われました。
　全ての人に平等にやってくる高齢化時代。その高齢化と共に高ま
る骨折などのリスク。これらを上手く回避して、日常生活に支障をき
たさないためにはどうしたらいいのか？もし、骨折してしまったら？そ
の秘訣と、予防法などについて、とてもわかりやすい内容で紹介され

ました。昨年を大きく超える
方々にお越しいただき、今回も
大盛況でした。来年以降も開
催する予定ですので、皆さまの
ご参加をお待ちしております。

イベントスケジュール整形外科公開市民講座レポート

【2月28日付】
川崎　洋 （皮膚科）

【3月31日付】
坂間　玲子  （総合内科） 長野　雅史  （総合内科）
清水　清香  （消化器内科） 小杉　理恵  （循環器内科）
竹下　　啓  （呼吸器内科） 岡　　英俊  （外科）
柳澤　貴子  （外科） 千葉　一裕  （整形外科）
畑　　亮輔  （整形外科） 木村　佳史  （皮膚科）
小野　准平  （形成・美容外科） 中山　　愛  （精神科）
西脇千恵美  （麻酔科） 佐々木賢一  （前期研修医）
濱田　章裕  （前期研修医） 古山　恵理  （前期研修医）

退 職 医 師 紹 介

編 集 後 記

つくしんぼ vol.172平成27年 春号

講演会の様子

ロコモ体操の様子
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北里研究所病院だより




